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本書のテーマは「スキル」ですね

　「心・技・体」という言葉がありま

す。「心」は姿勢や意欲、「技」はス

キル、「体」は習慣や行動と考えます。

私はこれまで、「心」をテーマに本を

書いてきました。しかし「心」だけ

が変わっても「技」と「体」が元の

まま変わらないということがよくあり

ます。するとせっかく変わった「心」

までもが、元の低い志へと逆戻りし

てしまうのです。

　リーダーにとって最も重要なのは

「心」であることに変わりはありま

せん。しかし、それの実現と定着の

ためには、スキル＝「技」とその習

慣化である「体」についても改めな

くてはならない。「心」と「技」と「体」

は常につながり一貫しているのです。

課長のスキル
どんな会社でも通用する
70の技

　例えば私は、研修を受講していた

だいたリーダーの皆さんに「定期的

に部下との会話や面談、ミーティン

グをしてください」とお願いします。

これはまさに習慣としての「体」です。

しかし、忙しいからムリ、と言うリー

ダーもいます。ですが彼らは「俺は

部下のことを考えているよ」とも言

います。これは嘘をついているので

はなく、「心」と「体」が矛盾してい

ることに気がついていないだけなの

です。そしてこの矛盾を解消するに

は、「体」を変えるために必要な「技」

＝スキルを身につけることが重要に

なってくるのです。

他のスキル本との違いは？

　従来のスキル本は、例えば「ファ

シリテーション」など、単独のスキ

ルについて説明するだけのものが多

く、スキルを現実のマネジメントへ

活用するために不可欠な、「異なる

スキル同士の関連性」については論

じられていませんでした。

　そこで本書では、日常の場面を例

にとり、さまざまなスキルの活用法

を統合的に説明しています。

悩めるリーダーの皆さんに一言

　私は、善きリーダーになるというこ

とは、幸せに生きることと限りなく同

義だと思っています。リーダーの仕

事はしんどいですが、それを乗り越

えたときには、その分だけ幸せにな

れるのです。だからみなさんも、ぜ

ひ、善きリーダーとなるために、部

下と向き合ってあげてください。そ

の方法が「技」＝スキルなのです。
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